
■ご意見１（投資財政計画（収支計画）についての意見）

物価高騰により、年金だけでは生活が非常に厳しい状況です。加齢による医療費の負担も増えていきます。

このような状況の中、水道料金や下水道使用料の値上げは厳しいものがあります。

節水を行いながら水道を使用していますが、生活に不可欠な水道料金等の値上げはしないで欲しいです。

■回答案

下水道事業は、下水道使用料や受益者負担金など、下水道を使用する方からの収入を原資とした独立採
算での運営を原則として行っています。下水道の維持管理や施設の整備等には、多額の費用が必要なた
め、国等の補助金も活用しながら事業を運営していますが、令和６年度に下水道使用料の改定を実施し
たものの、現在の使用料収入では全ての事業支出を賄うことが困難な状況であり、下水道整備区域外の
市民の方の税金を含む、市からの補助金（基準外繰入金）により財政を維持している状況です。

このような状況を改善し、適正な財政収支構造とするよう取り組むことが今後も必要との考えから、令
和６年度に続き、令和１０年度、１４年度の段階的な使用料の改定を計画しています。ご理解賜ります
ようお願い申し上げます。

なお、具体的な使用料の改定内容については、今後、有識者や住民代表の方による審議会を開催し、慎
重に検討していく予定です。

資料２



■ご意見２（全体についての意見）

２０年前に家を購入した際に、家の前の道路に下水管を通していましたが、既に設置済みの新品の合併処
理浄化槽があったため、家とは繋がず、２０年が経過しました。現在、どうするか悩んでいます。

市の施策として下水道管を普及させていくのは良いのですが、合併処理浄化槽とどちらが良いのかよくわ
からないです。コストを含め、もう少しその部分を市民に周知できるような資料があればと思いました。

■回答案

本市の下水道事業では、将来の人口減少を見据え、公共下水道全体計画の見直しを行いました。人口密
度の低下に伴い、下水道の整備が非効率となる地域については計画区域から除外し、合併処理浄化槽と
の組み合わせによる地域に適した汚水処理の推進により、汚水処理人口普及率の向上を図ろうとするも
のです。

なお、ご意見にあるとおり、お住いの地区につきましては、既に下水道が整備され、供用が開始されて
います。下水道の供用が開始された区域では、土地・建物の所有者や使用者は、下水道に接続するため
の排水施設を設置することとなっています。


